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草地土壌の酸性化と石灰施用
施肥による土壌の酸性化と牧草収量

オーチャードグラス主体草地を用い、窒素肥料形態（硫安、塩安、尿素）の異なる窒素
用量試験を実施し、土壌の酸性化の実態と牧草収量の経年変化を下記に示しました。 
はじめに、経年化に伴う酸性化の実態をみると、草地表面に繰り返し施用される肥料に
随伴する硫酸イオンや塩素イオンなどの作用で、表層土壌から交換性石灰が流亡するた
め酸性化が進みます。低ｐＨ条件では土壌溶液中に牧草生育にとって有害なアルミニウ
ムが溶出しま
す。 
一方、牧草収量の経年変化をみると、尿素施用に対して硫安施用ならびに塩安施用は３
年目より低下し、その後も同様な傾向を示しました。 
つまり、酸性化した草地では土壌溶液中にアルミニウムが溶出し、牧草のリン酸吸収が
阻害され、牧草収量は低下します。 

窒素施用量に伴う草地極く表層（０～２㎝）のｐＨ（Ｈ２Ｏ）と交換性ＣａＯの変化 

 

 
尿素施用に対する塩安施用の乾物取量指数の経年変化 （天北農試１９８４年） 



施肥に見合った炭カルの施用
施肥による草地土壌の酸性化は炭カルの連用によって防止し、生産性を維持できます。
牧草収量は炭カル施用初年目に一度低下しますが、２年目以降は無施用に比べ多収とな
ります。炭カル施用当初の収量低下現象は表層土壌に多量に存在する粗大有機物の急速
な分解に基づく施肥窒素の一時的な有機化が主な原因です。 
酸性化防止のための石灰施用量は毎年、肥料に随伴するアニオン相当量とします。 
なお、炭カルの連用効果とアニオン相当炭 カル量の算出例を下記に示しました。 

表層酸性化防止のための炭カル連用効果 （天北農試１９８４年） 

 

○肥料に随伴するアニオン相当炭カル量の算出例 

 

経年草地に対する炭カル多量施用
表層土壌の酸性化が著しい草地に対する炭カルの多量施用による効果を下記に示しまし
た。その結果、当面極く表層土壌（０～２ｃｍ）の酸性矯正に効果があり、牧草収量、
牧草のリン酸および石灰吸収量が増加しました。 
なお、酸性化した草地に対する炭カル施用量の決定はｐＨ緩衝曲線を用い、秋に施用し
ます。 

酸性化した経年草地に対する炭カルの施用効果 （天北農試：１９８４年） 
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